
─  70  ─

１．はじめに
2023 年 9 月7日から9日にかけ，ベトナム社会主義共

和国の首都ハノイにおいて，第 16 回 WBUAP（World 
Blind Union – Asia Pacific Regional Council; 世界盲
人連合アジア太平洋地域協議会）マッサージセミナーが開
催された。本セミナーは WBUAP が 2 年に一度開催して
いる，視覚障害マッサージに関するセミナーである。

今 回 は，“Promoting Sustainable Collaboration on 
Research, Training and Service Quality on Massage

（マッサージに関する研究，訓練，サービス品質向上に係
る持続可能な協力関係の促進）”をテーマとして，アジア
太平洋地域の 12 の国と地域および特別行政区（韓国，タ
イ，日本，中国，シンガポール，台湾，香港，バングラディシュ，
マレーシア，モンゴル，ニュージーランド，ベトナム）から約
300 名の参加者がハノイの地に集まった。日本からの参加
者は 21 名で，本学からは，保健科学部 鍼灸学専攻の福
島 正也と近藤 宏が参加した。

前回の開催地は東京であったが，コロナ禍の影響により
オンライン開催となっており，今回のセミナーは 4 年ぶりの対
面開催となった。本稿では，その概要を報告する。

２．マッサージセミナーのプログラムについて
今回のセミナーは 3日間の日程で開催され，各国代表か

らのプレゼンテーションを中心にプログラムが組まれた。以
下では時系列に沿って，各日のプログラムの概要を報告す

る。なお，本来のプログラムはすべて英語表記であるが，
本稿では読みやすさを重視し，日本語の意訳で記載する。

２．１　第 1日目（9 月7日）
08:30 - 8:45　受付
08:45 - 9:00　VBA（ベトナム盲人協会）メンバーによる

歓迎パフォーマンス … VBAメンバーによる伝統音楽を盛り
込んだ演奏が披露された。

09:00 – 9:45　開会式 … ベトナム盲人協会会長による
開会挨拶の後，来賓・役員らの紹介があった。

09:45 - 10:30　基調講演 … ESCAP（国連アジア太平
洋経済社会委員会）およびベトナム伝統医科大学代表の
講演が行われた。

10:30 - 10:50　コーヒーブレーク
10:50 - 12:30　カントリー /リージョナルレポート … 竹下 

義樹 氏（WBUAP マッサージ委員会 副委員長）の進行
の元，8カ国（バングラディシュ，中国，日本，韓国，マレー
シア，モンゴル，タイ，ベトナム）からの報告があった。なお，
今回は各国からコロナ禍およびポストコロナにおける視覚障
害マッサージ業に関する報告が盛り込まれた。日本，韓国，
マレーシア等からは，コロナ禍で収入が大きく減少したとの
報告があり，世界中で猛威を振るった新型コロナウイルス感
染症が，アジア太平洋地域の視覚障害マッサージ業にも甚
大な影響を及ぼした状況が示された。その一方で，コロナ
禍前の水準には満たないものの売上は復調傾向にあり，同
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時に，行政による税金の減免などの支援策，視覚障害者
団体が中心となり実施されたオンライン講習会，感染対策を
講じた安全な施術環境の整備，健康意識の高まりを通じた
視覚障害マッサージのプロモーションなど，厳しいコロナ禍
をばねにした新しい取り組みも多く報告された。各国におけ
るこれらの取り組みは，ポストコロナ時代における，新しい視
覚障害マッサージ業の在り方を示唆するものであった。

12:30 - 14:00　昼食
14:00 - 15:30　プレゼンテーション サブテーマ 1： 視覚障

害マッサージ師の専門性とソフトスキル向上のためのトレー
ニング … 視覚障害マッサージ師の教育・研修に関する5
題のプレゼンテーションが行われた。日本からは，本学名
誉教授の藤井 亮輔 氏による，一枝のゆめ財団における卒
後研修制度に関する報告があった。他に，マッサージを学
ぶ学生の手指機能評価，3Dプリンタを使用したリフレクソロ
ジー教材作成，教育カリキュラムに関する報告等があった。

15:30 - 15:45　コーヒーブレーク
15:45 - 17:00　プレゼンテーション サブテーマ 2： 治療

院のマネジメント – コミュニケ―ション，マーケティング，サー
ビス，及び IT 活用 … マッサージ業に関するマネジメント，
ICT 活用等に関する5 題のプレゼンテーションが行われた。
日本からは，本学准教授の近藤 宏 氏からコロナ禍が視覚
障害マッサージ師の雇用に与えた影響に関する調査報告
があった。また，本学講師の福島が開発した，ユニバーサ
ルデザインに対応した関節可動域測定アプリケーションに関
する発表を行った。他に，マッサージ店舗のマネジメントに
関する事例等が報告された。

18:00 - 20:30　ウェルカムディナー

２．２　第 2日目（9 月8日）
08:30 – 10:00　プレゼンテーション サブテーマ 3： 医療

マッサージの発展と視覚障害マッサージ師のエンパワメント 
… 医療マッサージと視覚障害マッサージ師の資質向上に
関する4 題のプレゼンテーションが行われた。日本からは，
フレアス株式会社の内田 朝美 氏による新たな ADL（日
常生活動作）評価指標に関する報告と，函館視力障害セ
ンターの渡邉 麗恵 氏によるあはき（日本のあん摩マッサー
ジ指圧，はり，きゅう）PRビデオプロジェクトの報告があった。
他に，日本の制度を参考にしたベトナムでのあはき政策への
提言や標準化された医療マッサージ施術に関する報告が
あった。

10:00 - 10:30　コーヒーブレーク
10:30 - 12:00　プレゼンテーション サブテーマ 4： ポスト

コロナの健康回復に関する研究（1） … 新型コロナウイル
ス感染後遺症を中心とした，マッサージの治療効果に関す
る4 題のプレゼンテーションが行われた。ベトナムの視覚障

害者リハビリテーションセンターのドー・ティ・チエン 氏から
は，新型コロナウイルス感染後の 250 症例に対するベトナ
ム伝統マッサージの効果を検証した報告があった。全身施
術と症状毎の経穴刺激を組み合わせた 14 ～ 20日の施術
が，多くの患者にみられる疲労感，不眠，息切れ，咳，脱毛，
嗅覚低下，関節痛に対し，85 ～ 100% の割合で改善をも
たらしたと報告された。

12:00 - 14:00　昼食
14:00 - 17:00　マッサージ実技交流 … 本マッサージセミ

ナーの大きな特徴の 1 つに，実技交流のセッションが設けら
れている点が挙げられる。今回は，会場となった国際コン
ベンションセンター内に 5 つの部屋が用意され，それぞれ「中
国・台湾」，「日本」，「ベトナム」，「韓国」，「タイ・その他の国」
に分かれ，各国のマッサージ技術が披露された。日本から
は，沖縄から参加の先生方のあん摩施術，また，マッサー
ジと関連する治療技術として，一枝のゆめ治療院の研修生
による表面電極を用いた神経パルス療法が供覧された。

２．３　第 3日目（9 月9日）
09:00 - 09:45　プレゼンテーション サブテーマ 4： ポストコ

ロナの健康回復に関する研究（2） … 前日に引き続き，新
型コロナウイルス感染後遺症を中心とした，マッサージの治
療効果に関する3 題のプレゼンテーションが行われた。中
国の河南マッサージ鍼灸職業大学のリー・チンウェイ 氏か
らは，新型コロナウイルス感染後の睡眠障害 53 例に対す
る独自の推拿療法の効果について，不眠重症度質問票を
用いた評価で，治療 1 週間で 75.2%，2 週間で 90.6% に
効果が認められたとする報告があった。サブテーマ 4 での
これらの報告は，臨床研究の手法に改善の余地があるもの
の，いずれも新型コロナウイルス感染後の慢性的な愁訴に
対するマッサージの高い効果を示しており，興味深い内容
であった。

09:45 - 10:00　コーヒーブレーク
10:00 - 12:00　閉会式 … 閉会式では，WBUAP マッ

サージ委員会 委員長の王 永澄 氏による大会総括等と共
に，WBUAP 地域盲人マッサージ模範店の表彰があった。
日本からは，京都視覚障害者支援センターが運営する就
労継続支援 A 型の「らくさい治療院」が表彰を受けた。
また，前日の理事会において，次回の WBUAP マッサージ
セミナーの開催国が韓国に決定したことが報告された。

12:00 - 13:00　昼食
14:00 - 17:00　施設見学 … ベトナムの視覚障害者研

修リハビリテーションセンターまたは文廟の見学ツアーが組ま
れた。

18:30 - 21:00　フェアウェル・ディナー
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３．マッサージセミナーに参加しての所感
３．１　ポストコロナ社会におけるマッサージの役割について

本セミナーには，アジア太平洋地域から，文化も言語も異
なる多くの参加者たちが集った。そのため，視覚障害に加
え，言語コミュニケーションの壁も存在し，セミナー前半は参
加者同士の交流も限定的だったように思われた。しかし，2
日目午後に行われたマッサージ実技交流を境に，参加者間
の距離が急速に縮まったように感じた。実技交流が進むに
つれ，マッサージという共通言語を通じ，参加者たちが瞬く
間に打ち解け，相互への尊敬と連帯が生まれたようであっ
た。これは人と人とが触れ合うマッサージという行為そのも
のが持つ大きな力であると思う。

近年，多くの研究により，マッサージがオキシトシン分泌を
増加させることが報告されている[1,2]。オキシトシンは，一
般向けのメディアでしばしば「幸せホルモン」や「愛情ホ
ルモン」と紹介されることがあるが，ヒトの愛着形成を促す
効果があることが知られている。ソーシャルディスタンスやリ
モートワークが広がったコロナ禍においては，心身ともに人と
人との距離が広がった。そのような中，ポストコロナの社会
において，マッサージがもつ力が今まで以上に社会にとって
重要なものになる可能性を感じた。

３．２　日本の視覚障害マッサージの役割について
今回のセミナーを通じ，視覚障害者の職業としてのマッ

サージの存在意義やその価値を強く再認識した。また，日
本のあん摩マッサージ指圧の長所や，教育水準の高さを実
感する機会にもなった。アジア太平洋地域の各国は，日本
の理療（あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう）教育制度を
視覚障害マッサージ師の育成モデルとしている例も多く，今

後も日本は国際的リーダーシップを果たすことが期待されて
いる。その一方で，今回のセミナーにおいて，日本の視覚
障害マッサージ師による臨床からの報告はみられなかった。
ここ数十年，各種社会情勢の変化により，日本の理療教育・
臨床の現場は著しく疲弊してしまった印象が強い。本学を
含む日本の関係者には，日本以外の国にも，同じ仕事をす
る多くの仲間たちがおり，日本を1 つの手本として頑張って
いることを知ってもらいたい。

次回のマッサージセミナーは隣国である韓国での開催と
なった。日本からも多くの参加者が集まり，視覚障害マッサー
ジに関する国際的な交流が更に深まることを期待したい。
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Abstract: The 16th World Blind Union (WBU) - Asia Pacific Regional Massage Seminar was held 
in Hanoi, Socialist Republic of Vietnam from September 7 to 9, 2023. The theme of the seminar was 
“Promoting Sustainable Collaboration on Research, Training and Service Quality on Massage” and 
brought together approximately 300 participants from 12 countries and regions. The presentations by 
the representatives of each country and region showed the great loss to the visually impaired massage 
industry caused by the COVID-19 pandemic as well as the new possibilities in the post-COVID 
society. We hope that this seminar will continue to attract many participants and further deepen 
international exchange on visually impaired massage education and industry.
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